
【検討したこと】
・保護者の回答数のうち，37％が代替措置なく中止でもやむを得ないと考えている。
　（２年生全体＝１１４名でも３分の１にのぼる。）
・生徒の41％が大阪を避けてでも修学旅行を希望しているが，中止と延期の回答を
　合わせると，46％の生徒が少なくとも12月には行きたくないと考えている。
・代替措置を希望する生徒の回答は“０”である。

１ 大阪エリアを避

け，できる限りの配

慮をして予定どおり

実施する。
32%

２ 中止にする。
37%

３ 代替措置で対応する。
3%

４ 延期する。
20%

５ その他
8%

アンケート結果（保護者）

回答数106名

生徒数114名

回答率93.0％

１ 大阪エリアを避

け，できる限りの配

慮をして予定どおり

実施する。
41%

２ 中止にする。
15%

３ 代替措置で対応する。

0%

４ 延期する。
31%

５ その他
13%

アンケート結果（生徒）

回答数111名

生徒数114名

回答率97.4％


